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道家連盟会員。
1981年生まれ。5 才より母、鳴風に師事。ロンドン
留学、服飾デザイナーを経て、子ども関連のコン
テンツに携わる仕事をしながら、2005年より同年
代を集めた替の会を定期的に開催。2008年、出
勤前の朝の時間を使った朝密教室をスタートし、
現在俳句とその変奏をテーマに活動をしているhi
→とお寿司屋（酢飯屋）とのイベント「曾と俳句の
会Jを季節ごとに主催している。また、商品ロゴや
ノ守')Iケージ、店舗サイン等での展開も広げている。

書のワ ー クショップ

「せんすをつくるー奈良絵本から学ぶ書と扇子作り －J

若者を対象にデザ弓ンや俳句、食等様々な分野とコラボレーションし、楽

しみな がら 書に触れ、作品作りを行うワ ークショップを数々手がける葉山

桃風を講師に招き、手鎖記念館所蔵の作品からインスピレ ーションを受

けたワ ークショップを開催しますh

I 歌うような散らし書きが特徴の、奈良絵本「くまののほんちJ （手鏡記念館

所蔵）を手本に、曹の基本、ちらし書き、和紙の中の間とりなどを学びま

す。参加者は清書 として、オリジナノレの扇子に作品を仕上げる他、様々な

形で作品をお持ち帰りいただけます。

2015年 9月 12 日（土）

①10:00 -12:00 ②14:00 -16:00 （二回開催）

・開催場所：手鏡記念館（手銭家和室）

.参加費：3,500 円（記念館入館料込み）

＊オリジナノレ扇子代込み/1ヶ用後のお渡しとなりま1九

＊後日作品送付の場合は、別途送料

・参加申し込み：お名前と お電話番号、参加希望回（午前または午後）を

お知らせください。お手本を事前にご用意しますので、

出来るだけ9月5日（土）までにお申し込みをお願いします。

・定員：各国10名
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講演会「ここからの出雲焼 j

2015 年 10月 8 日（木） 14:00-

・開催場所：手鏡記念館（手銭家和室）

・参加費：600円 （記念館入館料込み）

・定員：30名

・講師：出雲焼楽山窯 12代 長岡空郷

【講師プロフィ ール】
長岡�’S／ながおか・くうきょう
出雲焼楽山覇軍12代 。昭和30年、松江市生まれ。早稲田
大学法学部卒業後、京都陶工訓練校威形科に入学。卒
業後は備前で修行し、平成7年帰郷。出窓燐楽山窯11
代・長関空織の元で作陶に励む。平成11年、岡部美術館
大賞f茶の湯の造形反』入選。平成15年、号を空郷とす
る。平成25年には、野村美術館（京都）において個展を開
催するなど、全国各地で精力的に個展を行っている。

【講師プロフィ ーノレ】

奥津健太郎／おくつ・けんたろう

料理イベント「秋の茶懐石一江戸時代の茶会記から－ J

昨年行い大変好評だったワ ークショップを今年 も行いますL

手鏡記念館が所蔵する江戸時代の茶会記をテキストに、

江戸時代の茶懐石を再現して試食 します。

体験ワ ー クショップ

2015 年 11月 13 日（金）

集合時間：

【調理からの参加】 10:00

【試食のみ】 12:30 （試食開始は13:00)

・開催場所：大社コミュニティセンタ ー

・参加費：2,000 円（記念館入館料込み）

・定員：調理 10名 試食 20名

・料理指導：安藤登（日本料理登わ）

「大社能を知る集いー舞敵（ぷが）の身体ー狂言と笛の世界観－ J

狂言と笛・・・？と、不思議に 思う方も多いと思い ますが、能と同t.く狂言も、演技の基本は舞と謡。

笛・小鼓・大鼓・太鼓で構成される曜子（はやし）は、実は、狂言にとっても大切なんですL

央日ってびっくり！笛と 狂言の深い関係を楽しく体験してください。

2015 年 11月18 日（水） 14:00- ・開催場所：手銭記念館

・参加費：600円（記念館入館料込み） ・定員： 20名

槻Eちli／つきたく・さとし
能楽和泉流狂言方。1972年生まれ。東京都在住。故13世野村
又三郎信康（重要無形文化財総合指定）に師事。東京重量術大
学卒業。狂言のワ ー クショップや講座、語りなど幅広く活動。ま
た、能面・狂言面の制作・修復も行う。「親子でたのしむ狂言の
会j( 目黒区後援）主宰。 公益社団法人能楽協会正会員。

能楽森田流箇方。 1961年島根県生まれ。東京都在住。島根
県立松江南高等学校卒業。国立能楽堂研修第二期修了。
故・寺井啓之、中谷明（ともに重要無形文化財総合指定）に
師事。公益社団法人能楽協会正会員。軍要無形文化財総合
指定。松江乱声会主宰。

〔 申込み問い合わせ： TEL ・ 削鵬付与2000 E-mail info@tezenmuseum.com 】

【手鏡記念館で開催中の展覧会】

「支える道具と彩る道具J 7 月 15日｛水）－9 月 23日｛水｝

宴、茶席など で用いられる華やかな器。そ れらを陰で支える水屋道具や日用の器。硯箱や文台、水滴など、日々の生活を楽しくするような

加飾を施された文房具。ハレの場から日常まで、さまざまな場面で用いられた江戸時代から昭和半ばまでの道具や器、約80点を展示しますh

「茶間 一 出雲焼の原点から憧れまで －J 10月7日｛水）－ 12月 20日｛日）

萩から招聴された陶工に よって始まり主に 茶陶を焼いていた楽山焼と、 さまざまな雑器を焼いていた布志名焼。その後、松平不昧公

の指導のもとで洗練され、高麗写し、京焼や安南物の写しなど

に優れた作品を残し現代 ま で続いてい ま す。これ ら出雲焼の

原点 から目指したものまで、館蔵資料から考える展示で す。

主催：出雲文化活用プロジェクト

公益財団法人手銭記念館／島根大学附属図書館／島根大学法文学部山隆研究センター

助成：平成27年度文化庁酬の核となる美術館・歴史博物館支援事業会

www.tezenmuseum.com セ盟主予n

関節時間一一一－ 9:00-16:30 
休館日 一一一一一 火照日（火隔日が祝日の場合は翌日）

12月21日－1月5日、 展示替期間中
入館料 ー一一一一 大人600円（500円）、

高校生以下400円（300円）
※（）内は20名以上の団体料金

〒699-0751島根県出塁市大社町杵築西2450・1
電結／FAX －一一0853-53-2000
E-ma,1一一一一一info@tezenmuseum com 

�手銭記念館
- TEZEN MUSEUM 



書
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
せ
ん
す
を
つ
く
る

｜
奈
良
絵
本
か
ら
学
ぶ
書
と
扇
子
作
り
｜
」

百叩’ロhH
日
務

官
A
E
E，

開
催
日

参
加
者

葉
山

桃
風

手
銭
家
和
室

九
月
十
二
日

午
前
十
時
j

十
二
時
・

午
後
二
時
（）

四
時

計
二
十
名

講
ム
一A

仮
名
と
散
ら
し
書
き
の
基
本
を
学
び 、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
扇
子
を
作
る
ワ
l
ク

シ
ヨ

ツ
。

フ
。

手
銭
記
念
館
所
蔵
の
奈
良
絵
本
「
熊
野
の
本
地」
（

江
戸
時
代
前
期）

の
多
様

な
散
ら
し
書
き
の
面
白
さ
に
着
目
さ
れ
た

書
家
・

葉
山
桃
風
さ
ん
に
講
師
を
お
願
い

し
た 。島

根
県
出
身
の
俳
人 、

原
石
鼎
の
俳
句

を
テ
キ
ス
ト
に
選
び 、

秋
の
句
五
句
を
そ

れ
ぞ
れ
散
ら
し
書
き
し
た
お
手
本
を
あ
ら

か
じ
め
準
備
し
て 、

参
加
者
に
は
そ
の
中

か
ら
好
き
な
句 、

好
き
な
散
ら
し
方
を
選

ん
で
扇
面
に
書
い
て
も
ら
っ
た 。

ま
ず
初
め
に
「
熊
野
の
本
地」

の
様
々

な
散
ら
し
書
き
を
実
際
見
て 、

散
ら
し
書

き
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
豊
か
さ
や
自
由

四

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
き 、

そ
の
後 、

基
本
の
運

筆
の
練
習
か
ら
始
め 、

お
手
本
を
見
な
が
ら
各

自
文
字 、

名
前 、

句
を
練
習 。

扇
面
に
書
く
場
合
は
要
を
中
心
と
し
て
放
射

状
に
書
く
こ
と 、

扇
を
聞
い
た
と
き
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
余
白
の
取
り
方
を
考
え
る
こ
と
な
ど 、

ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
も
教
わ
り
な
が
ら 、

お
手

本
を
元
に
好
き
な
句
を
自
分
流
に
ア
レ
ン
ジ

し 、

最
後
は
扇
面
用
の
台
紙
に
清
書
し 、

遊
印

を
押
し
て
完
成
し
た 。

作
品
は 、

扇
子
に
仕
立

て 、

後
日
皆
さ
ん
へ
お
渡
し
し
た 。

2
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
だ
っ
た
が 、

真
剣
に
取
り
組
ん
だ
作
品
は

予
想
以
上
に
す
ば
ら
し
い
出
来
映
え
で 、

参
加
者
か
ら
は
「
集
中
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」
「
書
を
習
い
た
く
な
っ

た
」

と
い
っ

た

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た 。



講
演
会
「
こ
こ
か
ら
の
出
雲
焼」

講

師

会

場

開
催
日

参
加
者

長
岡

空
郷
（

出
雲
焼
楽
山
窯
十
二
代
）

手
銭
家
和
室

十
月
八
日

三
十
一

名

楽
山
窯
十
二
代
と
し
て、

精
力
的
に
県
内
外
で
個
展
を
行
っ
て
い
る
長
岡
空
郷

さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し、
企
画
展
「
茶
陶
i
出
雲
焼
の
原
点
か
ら
憧
れ
ま
で
（）」

に
関
連
し
て、

楽
山
焼
の
伝
統
を
継
承
す
る
立
場
か
ら、

ま
た、

陶
芸
家
の
立
場

か
ら
お
話
し
い
た
だ
く
講
演
会。

ワ ー クショップ

焼
成
に
使
っ

て
い
る
窯
の
大
き
さ
や

構
造
と
焼
き
方、

火
や
熱
の
回
り
方
が

生
み
出
す
楽
山
焼
の
特
徴
に
つ
い
て、

窯
の
中
で
置
か
れ
た
位
置
の
違
う
作
品

を
い
く
つ
も
並
べ
、

具
体
的
に
説
明
し

て
い
た
だ
い
た。

ま
た、

出
雲
焼、
か
持
っ

て
い
る
一

色
に

染
ま
ら
な
い
多
様
な
技
法
は、

萩、

備
前、

京
都
と
の
ほ
ど
ほ
ど
の
距
離
感
と、

楽
山

と
布
志
名
と
い
う
二
つ
の
窯
を
存
立
さ
せ

た
不
昧
公
の
存
在
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ

た
こ
と、

そ
れ
を
受
け
入
れ
る
寛
容
な
土

地
柄
が、

出
雲
焼
が
現
代
ま
で
伝
承
さ
れ

る
大
き
な
後
押
し
と
な
っ

て
い
る
こ
と、

今
後、

茶
陶
の
美
意
識
や
好
み
が
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
く
の
か、

な
ど、

展
示

資
料
や
ご
自
身
の
作
品
を
例
に
挙
げ
な
が

ら
お
話
が
続
い
た。

後
半
は、

展
示
室
に
場
所
を
移
し、

み
な
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
も
答
え
て
い
た

だ
き
な
が
ら、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
l
ク
を
行
っ
た。

五



料
理
再
現
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
秋
の
茶
懐
石
ー
江
戸
時
代
の
茶
会
記
か
ら
l

」

講

師

安
藤

登

大
社
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

十
一

月
十
三
日

午
前
十
時
1

十
五
名

ム
五

場

開
催
日

参
加
者

調調
理理

試
食

試
食

午
後
一

時
（）

三
十
名

江
戸
時
代
の
茶
懐
石
を
再
現
・

試
食
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 。

松
江
藩
七
代
藩
主
松
平
治
郷
（
号
不
昧）

が
江
戸
・

大
崎
別
邸
で
行
っ
た
茶

事
を
記
録
し
た
「
大
園
庵
様
御
一

代
御
茶
事
記」
（
手
銭
記
念
館
蔵）

か
ら 、

文

化
十
年
十
一

月
九
日
口
切
り
の
茶
事
で
供
さ
れ
た
茶
懐
石
の
献
立
を
選
び 、

安

藤
登
さ
ん
の
指
導
で

調
理

し
た 。

完
成
し
た
料

理
は 、

手
銭
家
に
伝
来
す
る
江

戸
j

明
治
時
代
の
器
に
盛
り
つ
け
て

試
食
し
た 。

【
献
立
と
食
器】（

※
は、

追
加
し
た
献
立）

向

〈
清
水
焼
染
付
八
角
皿〉

鴨
の
枚
焼

／
わ
さ
び

飯汁菓
子
椀
〈
溜
塗
唐
草
鳳
恩
蒔
絵
菓
子
椀 、

〈
本
朱
金
沃
懸
椀〉

〈
本
朱
金
沃
懸
椀〉

天
王
寺
蕪

/\ 

輪
島
塗
黒
地
散
ら
し
梅
蒔
絵
菓
子
椀〉

筒
牛
芳
／

牡
蝦
し
ん
じ
ょ

／
柚
子

引
物
〈
黒
内
朱
七
寸
重
箱〉

鯛
細
作
（
お
か
ら
和
え）

／
蓮
根
寄
せ
田
楽

※

香
物
〈
染
付
八
角
皿
／
錦
手
八
角
皿〉

浅
漬

※

瓜
奈
良
漬
／
蕪

出
汁
の
ひ
き
方 、

お
か
ら
の
下
処

理、

筒
午
芳
や

牡
蝦
し
ん
じ
ょ
の
作
り
方 、

鯛
の
細
作
り
と
昆
布
締

め
と 、

今
回
は 、

和
食
の
基
本
か
ら
普
段
の

調
理

と

は
少
し
違
う
手
間
の
か
け
方
ま
で 、

盛
り
沢
山
の
内
容
に
な
っ
た 。

盛
り
つ
け
た
食
器
は
い
ず
れ
も
手
銭
家
に
伝
来
す

る
も
の 。

飯
椀
汁
椀
は
宝
暦
二

年
（
一

七
五
二
） 、

溜

塗

唐

草

鳳

風

蒔

絵

菓

子

椀
は

天

保

十
三

年

（
一

八
四
二
）

の
箱
書
が
あ
る 。

そ
の
他
の
食
器
は
い

ず
れ
も
江
戸
後
期
か
ら
明
治
時
代
中
期
に
購
入
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る 。

不
昧
流
で
は 、

引
物
を
重
箱
に
盛
り
つ
け
る
こ
と

が
基
本
と
な
っ

て
い
る
の
で 、

今
回
重
箱
に
盛
り
つ

け
取
り
回
し
と
し
た 。

手
の
か
か
る
料

理
が
多
く 、

日
本
料

理
の
細
か
い

心
配
り
ま
で
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た 。
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コ
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ヲ｜
物 御

虞
座

越
昌
筆

掛
物

花
扇
花
鳥

バ久J、

王E正

天
明
ノ
ン
ト
リ

舟
越
ニ
而

花
入

め
は
り
柳

古
銅

紅
椿

水
さ
し

木
地
釣
瓶

茶
入
藤
重

中
葉

剣
先
と
ん
す

茶
碗
古
志
野

筒
石
州
候

茶
杓

利
休

水
建

縄
簾

秀
次
中
次

井
戸
脇

替
茶
碗

関
白

薄
茶
器

御
料
理

杉
角
折
曲
ツ
ハ
フ
キ
ヲ
敷
て

牛
芳

向

鴨
の
枚
焼

汁

天
王
寺
蕪

椀

か
き
し
ん
し
ゃ
う

わ
さ
ひ

輪
柚

御
菓
子
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舞ぶ明

繋が z
v

回
身

大
本

社

能
を
知
る
集
い

狂
言
と
笛
の
世
界
観

講

師

槻
宅

聡

（
能
楽
師

奥
津

健
太
郎
（
能
楽
師

手
銭
家
和
室

十
一

月
十
八
日

十
三
名

場

開
催
日

参
加
者

ム
五

」一

森
田
流
笛
方）

和
泉
流
狂
言
方）

「
大
社

能
を
知
る
集
い
」

は 、

現
代
で
は
高
尚
で
難
解
な
芸
能
と
思
わ
れ
が

ち
な
能
楽
を 、

江
戸
時
代
の
よ
う
に
も
っ
と
身
近
に 、

自
由
に
楽
し
む
た
め
の
入

り
口
に
な
れ
ば 、
と
い
う
趣
旨
で
行
っ
て
い
る
能
楽
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 。

毎
回 、

出
雲
と
も
関
連
す
る
キ
ー

ワ
ー
ド
で
テ
キ

ス
ト
を
選
ん
で
い
る 。

手
銭
家
に
は
多
く
の
謡
本
や 、

五
代
当

主
の
号
が
墨
書
さ
れ
た
嚇
子
の
手
付
け
本

な
ど
が
伝
来
し
て
お
り 、

江
戸
時
代
の
大

社
で
能
楽 、
か
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
が
推
測
で
き
る 。

ま
た 、

江
戸
時
代
の
城
下
町
・

松
江
で

は
能
を
暗
む
町
人
ら
の
中
に 、

お
城
や
家

老
ら
の
家
な
ど
で
能
を
演
じ
る
連
中 、
か

あ
っ
た
こ
と
が 、

島
根
県
立
図
書
館
所
蔵

「
御
嘱
子
日
記」

か
ら
分
か
っ
て
い
る 。

八

今
回
は 、
「
御
磯
子
日
記」

に
あ
る
「
花
折」

と
い
う
狂
言
を
道
案
内
に 、

狂
言
と
能 、

狂
言

と
嚇
子
（
笛）

の
関
係
を
紹
介
し 、

体
験
し
て

h

も
ら
う
こ
と
に
し
た 。

一

能
楽
で
狂
言
方 、

噺
子
方
が
果
た
し
て
い
る

一

役
割
に
つ
い
て
の
説
明
の
の
ち 、

狂
言
「
花
折」

一

の
酒
宴
の
場
面
で
の
や
り
と
り
と 、

様
々
な
謡

一

の
一

節
を
謡
っ
て
み
る 。

一

次
に
「
唱
歌
（
し
よ
う
が）
」

と
呼
ば
れ
る 、

一

笛
の
フ
レ
ー

ズ
の
覚
え
方
を
学
び 、

そ
れ
に
合

一

わ
せ
て
舞
わ
れ
る
狂
言
の
神
楽
を
観
る 。

そ
の
後 、

参
加
者
も
唱
歌
と
足
拍
子
を
練
習
し 、

唱
歌
と
足
拍
子
を
合
わ
せ
て

神
楽
舞
を
行
っ
た 。

足
拍
子
が
入
る
う
え
に
次
第
に
テ
ン
ポ
の
速
く
な
る
こ
の
舞

は
な
か
な
か
難
し
く 、

皆
さ
ん
も
力
が
入
り 、

ど

ん
ど
ん
声
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た 。

最
後
に 、

松
江
出
身
の
詩
人
で
あ
る
入
沢
康
夫

さ
ん
の
「
ユ
ウ
レ
イ
ノ
ウ
タ」

を
再
構
成
し
た
「
ユ

ウ
レ
イ
カ
グ
ラ」

を
皆
で
謡
い
終
了
し
た 。



小
学
校
で
の
能
楽
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
能
と
狂
言
を
体
験
し
よ
う」

槻
宅

聡

（
能
楽
師

森
田
流
笛
方）

奥
津

健
太
郎
（
能
楽
師

和
泉
流
狂
言
方）

大
社
町
内
の
小
学
校
ヘ
出
向
き、

六
年
生
を
対
象
に、

能
や
狂
言
の
歴
史、

特

徴、

表
現
な
ど
を
学
び
な
が
ら、

能
楽
師
の
声
や
所
作、

音
を
身
体
で
感
じ
て
も

ら
う
だ
け
で
な
く、

実
際
に
動
き
声
を
出
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ。

市叩’口同

ワ ー クショップ

－

大
社
小
学
校

開
催
日

十
一

月
十
七
日

参
加
者

五
十
五
名
（
六
年
生）

能
楽、

能
と
狂
言
の
歴
史
を
紹
介
し、

狂
言
で
使
う、

お
か
め、

鬼
の
面
を
見

せ
て、

能
面
と
の
違
い
か
ら
能
と
狂
言
の
違
い
を
考
え
た。

喜
怒
哀
楽
の
表
現
で

比
較
し、

狂
言
の
笑
い
方、

泣
き
方、

怒
り
方
を
実
際
に
や
っ
て
み
た。

ま
た、

狂
言
「
盆
山」

を
鑑
賞
し、

狂
言
の
様
々
な
表
現
を
体
験
し
た。

次
に、

笛
の
音
を
聞
い
て
狂
言
に
お
け
る
噺
子
方
の
役
割
を
感
じ
て
も
ら
い、

神
楽
舞
で
お
こ
な
わ
れ
る
「

唱
歌」、

足
拍
子
を
練
習
し、

全
員
で
神
楽
舞
を
行
っ

た。－

遥
堪
小
学
校

開
催
日

十
一

月
十
九
日

参
加
者

十
八
名
（
六
年
生）

大
社
小
学
校
と
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム。
生
徒
が
少
な
く
ま
と
め
や
す
か
っ
た
た
め、

「
ユ
ウ
レ
イ
カ
グ
ラ」
も
練
習
し、
最
後
に
男
女
に
分
か
れ
て
掛
け
合
い
で
謡
っ
た。

園

大
社
小
学
校

－

逢
堪
小
学
校

九



日付 10月8日 9月12日

種類 講演会 書のワ ー クショップ

タイトル ここからの出雲焼 せんすをつくる

参加人数 31 20 

回答枚数 20 16 

Ql. どのようにして今日のイベント ・ ワ ー クショップを知りましたか？

チラシ 3 

ウェブサイト

友人から 4 5 

関係者の紹介 9 7 

Facebook 。

3 
・ － － － ・ ． ． ・ ． ． ．

その他 町内有線放送·2
チラシを置いてもらっていたお店で聞いた・ ． ． ・ ．

新聞

02. 本日のイベント ・ ワ ー クショップの内容は理解しやすかったですか？

よく理解できた 14 

おおむね理解できた 5 

どちらともいえない 。

一部理解できなかった 。

理解できなかった 。

その他 。

Q3. イベント ・ ワ ー クショップはいかがでしたか？

とても良かった 14 

良かった 6 

どちらともいえない 。

良くなかった 。

無回答 。

Q4. ご感想、をお聞かせください

出雲焼が長い時を経ていろいろな文化を取
り入れながら継がれていることに興味を
持った

． ． ． ． － ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． ． ．

わかりやすかった
・ ． ． ． ． ． ． ．

楽山焼の良さがよくわかった
・ －

楽山焼の原点が理解できた

当代の作陶に対する思いを知ることができ
Tこ

陶芸についてもっと学びたいと思った
・ ．

ちょうど良い人数で良かった

14 

2 

。

。

。

。

15 

。

。

。

時間が少なくて焦ったが、 できあがりが楽
しみ

． ． ． ． ・ ． ・ ．

楽しく学べた

収蔵品と関連づけたワ ー クショップで理解
が深まった

奈良絵本という古い資料を活用したことが
新鮮

習字を習いたくなった

難しかったが楽しかった

． ． ． ． ． ．

・ ・ ・ ・ ． 

練習時聞がもう少しほし力＼った

かなを書くのは楽しかった

・ ． ．

・ ．

． ． ． ． ． ． ． ． ．

・ ．

Q5. 今後どのような企画があったら参加してみたいと思いますか。 ご要望、 ご提案をお聞かせください

美術と音楽とのコラボ
． ． ． ．

日本画、 書道のワ ー クショップ
・ ． ．

古代食の料理教室
・ ・ ． ． ． ・ ・ ・ － －

邦楽コンサ － 卜

出雲地方の伝統的な美術工芸の話を続けて
ほしい

漆器に関する話
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． ． ．  ・ ． ．

和文化を知る機会をこれからも作ってほし
い

． ． ． ． ．  － － ． ． ． ． ．  ・ ． ． ・ ． ．

茶会など

伝統文化に触れたい
・ ． ．

和に関する企画を継続してほしい

蒔絵、 漆塗り、 金継ぎについて

水墨画

現代ア ー トや舞踏など、 この地域ではあま
り体験できない企画

・ ． ． ． ・ ． ． ・ ．

・ ． ． ・ － － － ・ － － － ・ ． ． ・ ． ・ ． ．

・ ． ・ ． ・ ． ・ ． ． ・ ． ー － － － － ・ ．

。



アンケー ト

日付 1 1月18日 1 1月13日
種類 大社 能を知る集い 料理ワ ー クショップ

タイトル 舞歌の身体 秋の茶懐石
参加人数 13 30 

回答枚数 10 17 
Ql. どのようにして今日のイベント ・ ワ ー クショップを知りましたか？

チラシ 4 5 
ウェブサイト 。

友人から 6 

関係者の紹介 4 2 
Facebook 。 。

3 ・．． －． ，．．．．．．．． 
その他

チラシを置いてもらっていたお店で聞いた
手銭記念館で知った .2．．．．， ．．．．．．

新聞
02. 本日のイベント ・ ワ ー クショップの内容は理解しやすかったですか？

よく理解できた 8 
おおむね理解できた 2 
どちらともいえない 。

一部理解できな力、った 。

理解できなかった 。

その他 。

03. イベント ・ ワ ー クショップはいかがでしたか？
とても良かった 9 
良かった 。

どちらともいえない 。

良くなかった 。

無回答
04. ご感想をお聞かせください

松江出身ということで入沢康夫に興昧が
あった。 こんなところで耳にするとは思わ
なかったが、 現代詩を謡うのもおもしろ
かっTこ ．．．．．．． 
機会があれば舞台を見たい

初めての体験でのめり込んだ。 声のだし方
は健康にも良さそうなので家でもやってみ
Tこい

このワ ー クショップを経験して狂言の舞台
を見ると、 よくわかると思う

声の大きさに圧倒された

狂言と能の違いや魅力、 動作などわかりや
すかった ・・・．．
また参加したい ・・．．．

・．．
・．．．

・・ ．．
．．．．

8 
8 
。

。

。

難しかった . 1 

13 
2 

。

不昧公に思いを馳せながら食べた

・・．． ・・．．． ・． ． ・．
おいしかった

今回は試食だったが、 次は調理にも参加し
Tこい

初めて茶懐石を作る経験ができ、 勉強に
なった

茶懐石はおもてなしの心の詰まった、 手間
のかかるものだとわかった ・． ・・．．

定期的に開催してほしい
・・・・． － ．． ．

また、 参加したい －．． 
女次回も参加したい人 ・ ・ ・9名

05. 今後どのような企画があったら参加してみたいと思いますか。 ご要望、 ご提案をお聞かせください
古文書を読む会

�fil 
・・・．
．．．．．
・・・－－
．．．．

・．

・ ・・・・・ ．
．．．．．．
・．

・．．

．．．． ．．．． 

－ ．．． －．．．．．． ． 
．． ． ．  ． ．． ．

．．．． ．．．．． 
・． ． ・． ．

若い世代を対象とした勉強会やセミナ ー

・・．．
学校と連携して教育の一環として子供たち
に日本の文化を体験させるような活動

料理、 書、 香・．． ・． ． ．．． ・・・・．
茶道に関する講座 ・． ．．．．． ．．．．
不昧の茶事 －．． ・ ． ． ・．．



【
平
成
二
十
七
年
度

企
画
展
】

山
紫
水
明

（）
自
然
・

風
景
・

人
1

平
成
二
十
七
年
三
月
十
八
日
（）
五
月
十
七
日

風
景
を
描
い
た
絵
画
は
古
来
多
い
。

人
が
入
り
込
む
こ
と
を
許
さ
な
い
峻
厳
な
自
然
を
描
い
た
作
品、

そ
の
中
で
格

闘
す
る
人
と
自
然
の
厳
し
い
や
り
と
り
を
描
く
作
品、

穏
や
か
な
自
然
の
中
で
営

ま
れ
る
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
切
り
取
っ
た
作
品、

歴
史
的
な
景
観、

理
想
の
風

景、

文
人
画
の
よ
う
に
心
の
有
り
様
、を
画
中
に
投
影
し
た
山
水
画
な
ど、

さ
ま
ざ

ま
な
景
色
が
描
か
れ
て
き
た。

こ
れ
ら
の
絵
画
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
こ
と
は、
自
身
の
心
を
そ
の
中
で
遊
ば
せ、

研
ぎ
澄
ま
し、

憩
わ
せ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た。

企
画
展
で
は、

所
蔵
資
料
か
ら
人
と
自
然
が
描
か
れ
た
絵
画
を
選
ん
だ。

そ
の

中
に
は、

大
社
に
逗
留
し
た
画
人
に
よ
る
作
品
も
含
ま
れ
て
い
る。

見
る
方
達
に
画
の
中
で
心
を
遊
ば
せ
る
よ
う
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら、

大
社
に
お
け
る
江
戸
時
代
の
文
化
活
動
の
一

端
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

企
画
し
た。



町
人
の
武
者
ぶ
り

1
手
銭
家
の
刀
剣
・

刀
装
具
1

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
七
日
1
七
月
五
日

平成二十七年度企画展

江
戸
時
代
の
手
銭
家
は、

杵
築
六
ヶ
村
を
ま
と
め
る
町
年
寄
と、

藩
主
や
藩
の

関
係
者
な
ど
の
宿
と
な
る
御
用
宿
を
長
く
勤
め、

当
主
は
代

、々

名
字
帯
刀
を
許

さ
れ
て
い
た。

現
在
所
蔵
し
て
い
る
万
剣
類
は
約
四
十
振
り
だ
が、

そ
の
多
く
は

当
時
購
入、

蒐
集
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

ほ
と
ん
ど
の
作
品
は
鎌
倉
後
期
か
ら
江
戸
中
期
頃
ま
で
の、

相
州、

美
濃、

京

都、

備
前
と
い
っ
た、

極
め
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
地
域
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な

作
り
で、

磨
上
げ
に
よ
り
無
銘
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い。

ま
た、

半
分
以
上

が
鞘、

鍾、

縁
頭、

小
柄
や
奔
な
ど
貯
え
（
外
装
・

刀
装
具）

を
伴
っ
て
い
る。

こ
の
よ
う
に、

江
戸
時
代
の
捺
え
が
そ
の
ま
ま
の
姿
で
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
も、

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
お
お
き
な
特
徴
と
言
え
る
が、

こ
れ
ら
の
掠
え
も、

万
身
に
似
合
う
よ
う
な
品
良
く
落
ち
着
い
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で、
奇
を
て
ら
い、

趣
向
を
凝
ら
し
に
凝
ら
し
た
よ
う
な
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い。

所
蔵
文
書
に
残
る
刀
工
番
付
や
万
剣
に
関
す
る
写
本、

藩
の
家
老
が
宿
泊
し
た

折
り
に
所
蔵
の
刀
を
披
露
し
て
鑑
定
し
て
も
ら
っ
た、

な
ど
と
い
う
逸
話
と
も
合

わ
せ
て
考
え
る
と、

町
年
寄
と
い
う
公
の
立
場
や
御
用
宿
と
し
て
の
格
式
に
見
合

う
と
と
も
に、

町
人
と
し
て
の
立
場
を
踏
み
越
え
な
い
よ
う
な
作
品
で
あ
る
こ
と

が、

購
入
す
る
際
に
何
よ
り
も
大
事
な
条
件
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

今
回
は、

時
代
に
沿
っ
て
展
示
し
た
刀
剣
・

万
装
具
と
と
も
に、

幕
末
の
世
相

を
反
映
し
て
購
入
し
た
と
思
わ
れ
る
鐙
と
鞍、

刀
剣
番
付、
「

寓
日
記」

に
寛
政

元
年、

七
代
藩
主
の
弟
・

駒
治
郎
が
宿
泊
し
た
折
り
の
室
礼
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
「
武
者
絵
扉
風」

と
推
察
さ

れ
る
「

平
治
物
語
合
戦
図
扉
風」

な

ど
も
展
示
し、

江
戸
時
代、

富
裕
な

町
家、
か
果
た
し
て
い
た
役
割
や
心
配

り
も
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

た。



支
え
る
道
具
と
彩
る
道
具

平
成
二
十
七
年
七
月
十
五
日
1
九
月
二
十
三
日

宴
の
場、

茶
席
な
ど
で
用
い
ら
れ
る、

華
や
か
な
陶
磁
器
や
漆
器。

硯
箱
や
文

台
な
ど、

書
斎
を
飾
る
道
具。

そ
れ
ら
を
陰
で
支
え
る、

水
屋
道
具
や
日
用
の
器。

日
々
の
生
活
に
少
し
だ
け
色
を
添
え
る
装
飾。

内
外
に
絵
替
わ
り
蒔
絵
が
施
さ
れ
き
っ
ち
り
と
入
れ
子
に
な
っ
た
五
つ
の
重
箱

や
切
溜
な
ど、

コ
ン
パ
ク
ト
に
収
納
で
き
る
工
夫、
か
生
み
出
し
た
整
然
と
し
た
美

し
さ。

茶
箱
や
旅
箪
笥、

茶
杓
や
釜
銀
か
ら
水
屋
道
具
ま
で、

統
一

さ
れ
た
美
意

識
が
生
み
出
す
茶
の
湯
の
形。

文
台、

硯
扉、

筆
架、

水
滴
と
い
っ

た
文
房
具、

火
鉢
や
燭
台、

小
刀
の
柄
に
ま
で
施
さ
れ
る
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
と
装
飾。

手
銭
家
伝
来
の
諸
道
具
の
中
か
ら
ハ
レ
の
場
か
ら
日
常
ま
で、

江
戸
時
代
か
ら

昭
和
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
用
い
ら
れ
た
道
具
や
器
な
ど
約
八
十
点
を
展
示
し、

日
本
人
が
日
々
の
生
活
の
中
に
つ
け
加
え
た
工
夫
と
楽
し
み
方
を
再
発
見
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た。

四



茶
陶

l
出
雲
焼
の
原
点
か
ら
憧
れ
ま
で
1

平
成
二
十
七
年
十
月
七
日
j
十
二
月
二
十
日

平成二十七年度企画展

楽
山
焼
と
布
志
名
焼
は、

併
せ
て
「
出
雲
焼」

と
称
さ
れ、

茶
の
湯
の
世
界
を

中
心
に
現
在
も
人
気、
か
高
い
。

こ
れ
ら
出
雲
焼
の
原
点
か
ら
出
雲
焼
が
目
指
し
た

も
の
ま
で
を、

館
蔵
資
料
か
ら
見
る。

萩
か
ら
招
聴
さ
れ
た
陶
工
に
よ
っ
て
始
ま
り、

高
麗
写
し
の
茶
器
な
ど
を
焼
い

て
い
た
楽
山
焼
と、

さ
ま
ざ
ま
な
雑
器
の
製
陶
か
ら
始
ま
っ
た
布
志
名
焼
は、

い

ず
れ
も
松
江
藩
七
代
藩
主
治
郷
（
号
不
昧）

の
指
導
の
も
と
で
洗
練
さ
れ、

高
麗

写
し、

京
焼
や
安
南
物
の
写
し
を
は
じ
め
優
れ
た
作
品
を
残
し、

現
代
ま
で
続
い

て
き
た。

今
回
の
企
画
展
で
は、

不
昧
と
出
雲
焼
を
結
ぶ
茶
陶
と
い
う
視
点
で、

初
期
か

ら
近
代
ま
で
の
楽
山
焼、

布
志
名
焼
、を
展
示
し
て
出
雲
焼
の
流
れ
を
辿
る
と
共
に、

楽
山
焼
の
ル
l
ツ
で
あ
る
萩
焼、

多
く
の
写
し
が
作
ら
れ
て
い
る
高
麗、

京
焼、

瀬
戸、

安
南
な
ど、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
や
窯
の
作
品
も
併
せ
て
展
示
す
る
こ
と
で、

そ
の
相
似
と
相
違
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た、

数
年
に
亘
っ
て
続
け
て
い
る
調
査
研
究
に
よ
っ
て、

所
蔵
資
料
の
中
に、

出
雲
焼
と
も
高
麗
も
の
と
も
判
別
し
き
れ
な
い
作
品
群
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
た。

こ
れ
ら
の
作
品
も
展
示
す
る
こ
と
で、

出
雲
焼
に
つ
い
て
よ
り
広
く
深
い

興
味
と
考
察
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た。

一

五



出
雲
焼
に
つ
い
て

は
じ
め
に

楽
山
焼
と
布
志
名
焼
は
併
せ
て
「
出
雲
焼」

と
も
呼
ば
れ
る
が 、

そ
の
成
り
立

ち
か
ら
志
向
す
る
と
こ
ろ
ま
で 、

全
く
異
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う 。

し
か
し 、

茶
人
と
し
て
も 、

数
寄
大
名
と
し
て
も
時
代
を
代
表
す
る
存
在
の
一

人
で
あ
る 、

松
江
藩
七
代
藩
主

松
平
治
郷
（
一

七
五
一

1
一

八
一

八

号
・

不

昧

以
下
不
昧
公）

が
関
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て 、
ど
ち
ら
も
一

気
に
洗
練
さ
れ 、

優
れ
た
茶
陶
の
数
々
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た 。

そ
こ
で 、

館
蔵
資
料
を
基
に 、

不
昧
公
と
茶
陶
と
い
う
視
点
か
ら
出
雲
焼
に
つ

い
て 、

考
え
て
み
た
い

。

古
楽
山

楽
山
焼
は 、

松
江
藩
二
代
藩
主
綱
隆
が
毛
利
公
に
願
っ
た
の
を
受
け
て 、

延
宝

五
年
（
一

六
七
七）

倉
崎
権
兵
衛
（
？
j

一

六
九
四）

が
弟
子
加
田
半
六
ら
を
同

行
し
て
萩
か
ら
出
雲
入
り
し 、

延
宝
七
年
（
一

六
七
九）

に
開
窯
し
た
の
が
始
ま

り
と
言
わ
れ
る 、

藩
の
御
用
窯
で
あ
る 。

楽
山
は
二
代
藩
主
の
別
荘 、
か
建
て
ら
れ
て
い
た
松
江
市
東
部
の
丘
陵
の
名
で 、

「
御
山」 、
「
御
立
山」

な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
た 。

楽
山
焼
は 、

倉
崎
権
兵
衛
か
ら
数
え
て
十
一

代
と
な
る
長
岡
空
権
氏 、

十
二
代

空
郷
氏
に
よ
っ
て
現
在
も
こ
の
地
で
続
い
て
い
る
が 、

倉
崎
権
兵
衛 、
か
当
初
か
ら

こ
の
地
に
開
窯
し
た
の
か 、

別
の
地
に
築
窯
し
て
い
た
が
後
に
移
っ
て
き
た
の
か 、

一

ム
ハ

そ
う
だ
と
し
た
ら
そ
れ
は
い
つ

頃
の
こ
と
な
の

か
に
つ
い
て
は 、

確
か
な
資
料
が
未
だ
出
て
い

な
い
た
め
は
っ

き
り
し
な
い

。

た
だ
し 、
「
楽
山

焼」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
不
昧
公
時

代
も
後
期
以
降
に
な
っ

て
か
ら
で 、

そ
れ
ま
で

は
「
御
山
焼」
「
御
立
山
焼」
「
権
兵
衛
焼」
「
出

雲
焼」

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た 。

初
代
倉
崎
権
兵
衛
の
開
窯
か
ら 、

楽
山
焼
を

再
興
し
た
長
岡
住
右
衛
門
貞
政
ま
で
の
期
聞
に

作
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
作
品
は 、

趣
の
あ
る
優

品
も
多
く 、

古
楽
山
と
呼
ば
れ
て
今
も
好
ま
れ

て
い
る 。

し
か
し 、

古
楽
山
と
い
わ
れ
る
作
品
に
つ
い

て
い
る
箱
書
の
ほ
と
ん
ど
は
後
世
に
な
っ
て
書

か
れ
た
も
の
で 、

権
兵
衛
作
と
い
わ
れ
る
も
の

で
も
当
人
の
作
で
あ
る
と
は
っ

き
り
断
定
で
き

る
作
品
は
少
な
い

。

楽
山
熊
野
神
社
（
松
江
市
市
成
町）

に
伝
来

す
る
一

対
の
耳
付
花
入
に
は 、

熊
野
神
社
／
天
和
三
亥
ノ
九
月
吉
日
／
倉

崎
権
兵
衛
重
由

の
文
字 、
か
渦
巻
き
文 、

草
花
文
な
ど
と
共
に
白

土
で
象
山飲
さ
れ
て
お
り 、

権
兵
衛
作
と
断
定
し

て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う 、

数
少
な
い
作
品
の
一

つ
で
あ
る 。

京語議穐t
弘 - :, •. 4 ー怒号 4

r - ；玄罰

··守

｛図1】彫三島茶碗

（倉崎権兵衛 桑原羊次郎極め）

【図2】高麗写茶碗

（倉崎権兵衛 長岡空味極め）

【図3】古萩茶碗



彫
三
島
茶
碗
（
図
1
）

は、

桑
原
羊
次
郎
氏
（
一

八
六
八
1
一

九
五
六）

が
前

述
の
耳
付
花
入
と
比
較
し、
「
楽
山
熊
野
神
社
御
宝
物
権
兵
衛
在
名
の
花
瓶
と
同

土
同
紬
の
正
体」

で
あ
る
と
し
て、

倉
崎
権
兵
衛
作
と
し
た
作
品
で
あ
る。

高
麗
写
茶
碗
（
図
2
）

は、

楽
山
焼
九
代
長
岡
空
味
が
倉
崎
権
兵
衛
作
と
し
た

作
品
で
あ
る。

質
感、

寸
法、

作
ま
い
な
ど、

館
蔵
の
古
萩
茶
碗
（
図
3
）

と
通

じ
る
も
の
が
あ
る
が、

権
兵
衛
が
萩
焼
の
陶
工
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
不

思
議
で
は
な
い
。

楽
山
焼
で、

伊
羅
保
な
ど
高
麗
写
し
の
作
品、
か
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は、

権
兵
衛
が
出
雲
の
土
に
合
っ
た
作
行
き
を
試
行
錯
誤
し
た
結
果
で
あ
る
と

言
わ
れ
る。

出雲焼について

そ
の
よ
う
な
努
力
と
工
夫
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は、

権
兵
衛
ら
が
藩
主
同
士
の

約
束
に
似
合
っ
た、

高
い
技
何
と
意
識
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
か
ら
だ
け
で
な
く、

本
物
の
高
麗
作
品
群
に
親
し
く
接
す
る
経
験
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か。

だ
か
ら
こ
そ
古
楽
山
に
は、

高
麗
写
し
の
優
品、
か
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か。
（
図
4
）

権
兵
衛
の
後
は、
弟
子
の
加
田
半
六
（
？
l
一

七
O
九）
が
二
代
を
継
ぎ
（
図
5
）、

以
後
四
代
目
ま
で
半
六
が
続
く
が、

四
代
半
六
が
罷
免
さ
れ、

権
兵
衛
1
半
六
の

系
譜
は
途
絶
え
る。

こ
れ
は
三
代、

四
代
と
続
い
て
凡
工
で
あ
っ
た
こ
と
と、

四
代
が
不
祥
事
を
お

こ
し
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
る
が、

古
楽
山
と
し
て
伝
世
す
る
作
品
の
多
さ
と、

半
六
作
と
い
わ
れ
る
作
品
を
見
る
限
り、

そ
れ
ほ
ど
の
凡
工
で
あ
っ
た
の
か、

何

と
も
判
断
し
難
い
。

初
代、

二
代
に
較
べ
る
と、

良
い
作
品
に
接
す
る
経
験
は
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
し、

技
何
が
劣
っ
て
い
た
こ
と、

不
祥
事
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
の
だ
ろ
う

が、

断
絶
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
そ
れ
以
外
に
も、

茶
の
湯
を
巡
る
当
時
の
社
会

状
況
や、

茶
の
湯、
と
こ
ろ
で
は
な
い
藩
の
経
済

状
況
な
ど、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
っ

た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か。

半
六
罷
免
の
後、

藩
窯
と
し
て
の
楽
山
焼
で

は、

土
屋
善
四
郎
芳
方
が
焼
き
物
御
用
を
勤
め

た
（
一

七
五
六
（）
八
O）
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
空

白
期
聞
が
あ
っ

た
が、

一

八
O
一

年、

不
昧
公

に
抜
擢
さ
れ
た
長
岡
住
右
衛
門
貞
政
が
楽
山
焼

五
代
と
な
っ
て、

再
興
さ
れ
る。

長
岡
住
右
衛
門
貞
政
も
土
屋
善
四
郎
芳
方
も、

ど
の
よ
う
な
修
行
を
経
て
藩
の
御
用
を
務
め
る

ほ
ど
の
技
術
を
得
た
の
か
に
つ
い
て
は、

い
ま

ひ
と
つ
明
確
な
資
料、
か
見
ら
れ
な
い
。
（
土
屋
善

四
郎
芳
方
の
祖
先
は、

初
代
藩
主
松
平
直
政
と

共
に
松
本
か
ら
や
っ

て
来
て、

そ
の
後
代
々
土

器
な
ど
を
焼
い
て
い
た
と
言
わ
れ
る。
）

と
と
や
写
茶
碗
（
「
出
雲
と
と
や

銘
さ
ず

浪」

酒
井
忠
以
箱
書）
（
図
6
）

は、

形
も
土
色
も

し
っ

と
り
と
柔
ら
か
く
小
振
り
で
穏
や
か
な
趣

の
茶
碗
だ
が、

箱
書
を
し
た
酒
井
忠
以
（
号
・

宗
雅
（
一

七
五
六
j
九
O）
）

の
生
没
年
か
ら
考

え
る
と、

ち
ょ

う
ど
土
屋
善
四
郎
芳
方、
か、

楽

山
で
作
陶
に
携
わ
っ

て
い
た
時
代
の
作
と
み
て

よ
い
だ
ろ
う。

七

【図4】伊羅保片身替茶碗

（古楽山）

【図5】高麗写茶碗

（二代・加田半六 岡田雪台箱書）

【図6】ととや写茶碗 銘『さジ浪』

（出雲焼 酒井忠以箱書）



布
志
名
焼

宍
道
湖
の
ほ
と
り、

玉
造
温
泉
と
松
江
の
聞
に
位
置
す
る
布
志
名
は、

船
木
家

を
中
心
に
多
く
の
窯
が
集
ま
っ
て
瓦
や
日
用
雑
器
な
ど
を
焼
い
て
い
た
民
間
の
窯

業
地
帯、
だ
っ
た。

安
永
九
年
（
一

七
八
O）、

藩
の
御
用
を
務
め
て
い
た
土
屋
善
四
郎
芳
方
が
不

昧
公
の
命
で
こ
の
地
ヘ
移
り
住
ん
だ
の
は、

布
志
名
の
窯
業
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
の

為
で
は
な
い
か、

と
い
う
の
が
現
在
の
通
説
に
な
っ
て
い
る。

そ
れ
を
裏
付
け
る
具
体
的
な
文
書
な
ど
は
な
い
が、

芳
方、
か
布
志
名
ヘ
移
っ
て

以
降、

布
志
名
に
お
け
る
窯
業
全
体
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
こ
と
も、

布
志
名
の

代
名
詞
で
あ
る
黄
紬
や
金
流
し
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
技
法、
か
民
間
の
窯
に
も
広
ま
っ

て
い
っ
た
こ
と
も、

確
か
で
あ
る。

土
屋
家
は
芳
方
以
降、

息
子
で
あ
る
二
代
善
四
郎
政
芳
（
雲
善
／
出
呉
善）、

三
代
善
六、
四
代
善
六
と、

不
昧
公
の
下
で、

仁
清
や
乾
山
と
い
っ
た
京
焼
の
写

し
ゃ
交
祉
や
楽
風
の
作
品
な
ど、

多
様
な
作
品
を
作
り
続
け
て
い
っ
た。

ま
た、

享
和
二
年
（
一

八
O
一
）

に
布
志
名
で
開
窯
し
た
永
原
興
蔵
順
睦
も、

文
化
十
二
年
（
一

八
一

五）

に
不
昧
公
に
召
し
出
さ
れ、

布
志
名
で
は、

土
屋
家

と
永
原
家
の
二
家、
か、

藩
の
御
用
を
務
め
る
よ
う
に
な
る。

不
昧
公
の
出
雲
焼

不
昧
公
の
時
代、

長
岡
住
右
衛
門
貞
政
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
楽
山
焼
で
は、

伊
羅
保、

三
島、

御
本
と
い
っ
た
高
麗
も
の
の
写
し、

土
屋
家
に
続
い
て
永
原
家

も
加
わ
っ
た
布
志
名
焼
で
は、

安
南、

交
祉、

京
焼、

瀬
戸
な
ど
の
写
し
を
中
心

八

に、

優
れ
た
作
品、
か
数
多
く
生
み
出

さ
れ
た。

こ
の
よ
う
に
各
々
は
っ
き
り
と
し

た
特
徴
と
方
向
性
が
生
ま
れ
た
の

は、

不
昧
公
の
見
識
と
指
導
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
の
は
間
違
い
な

vuv
 

青
磁
中
蕪
形
花
入
（
二
代
土
屋
雲

善

玉
映
箱）
（
図
7
）

は、

不
昧

公
が
所
持
し
た
天
竜
寺
青
磁
の
花
入

「
夕
端
山」
（
根
津
美
術
館
蔵）

を
写

し
た
も
の
で、
本
歌
は
「
雲
州
蔵
帳」

で
中
興
名
物
に
置
か
れ
て
い
る
が、

善
六
は
こ
の
天
竜
寺
青
磁
の
肌
色
か

ら
質
感
ま
で
よ
く
写
し
て
い
る。

仁
清
鷲
ノ
山
写
長
茶
入
（
永
原
輿

造

銘
「
天
晴」
（
有
津
宗
滴）
）
（
図

8）

の
本
歌
は、

表
千
家
に
伝
わ
る

京
焼
の
名
工
・
野
々
村
仁
清
の
作
で、

極
め
て
薄
く
仕
上
げ
ら
れ
た
華
奪
で

丈
高
な
姿
と
二
重
に
掛
け
ら
れ
た
紬

の
景
色
が
見
所
の
個
性
的
な
茶
入
だ

が、

有
沢
宗
適
に
よ
る
銘
『
天
晴
』

の
通
り、

血ハ
蔵
の
写
し
は
素
晴
ら
し

い
出
来
映
え
で
あ
る。

【図7]タ端山写青磁中蕪形花入

（二代善六 玉映箱書）

【図8】仁清鷲ノ山写長茶入

（永原輿造 有津宗滴箱書）

［図9】撫肩小茶入
（長岡住右衛門貞政）



出雲焼について

こ
の
よ
う
に
優
れ
た
写
し
物
を
作
る
た
め
に
は、

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
じ
か
に
接
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
が、

一

介
の
陶
工
が
簡
単
に
見
ら
れ
る
筈
は
な
く、

不

昧
公
と
い
う
稀
代
の
数
寄
大
名
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
見
出
来、

写
し
が
許
さ
れ

た
作
品
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う。

一

方、

写
し
か
ら
一

歩
踏
み
出
し、

不
昧
公
の
美
意
識
を
具
体
的
に
形
に
し
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
作
品
も
あ
る。

撫
肩
小
茶
入
（
長
岡
住
右
衛
門
貞
政）
（
図
9
）

は、

唐
物
茶
入
の
よ
う
に
薄

造
り
で
軽
い
茶
入
で、

ど
こ
ま
で
も
繊
細
な
作
り
で
あ
る。

交
祉
写
柿
香
合
（
二
代
土
屋
雲
善
か
？）
（
図
1
0
）

は、

素
朴
で
ざ
つ

く
り

と
し
た
作
り
と
肌
合
い
で、

佑
び
て
い
な
が
ら
も
ど
こ
か
微
笑
ま
し
い
香
合
で
あ

る。

こ
の
香
合
に
は、

二
代
雲
善、
か
不
昧
公
か
ら
拝
領
し
た
印
の
一

つ
と
み
ら
れ

る、

瓢
形
草
書
の
「
雲
善」

印
が
押
さ
れ
て
い
る。

こ
れ
ら
の
作
品
を
見
る
と、

不
昧
公
の
心
の
中
に、

そ
れ
ぞ
れ
の
技
伺
や
扱
う

土
質
を
活
か
し
て
作
陶
さ
せ
る
と
い
う
現
実
的
な
理
由
だ
け
で
は
な
く、

自
ら
の

茶
の
湯
の
理
念
や
理
想
を
具
現
化
す
る
新
た
な
茶
陶
を
生
み
出
し
た
い、

と
い
う

強
い
願
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か、

た
と
え
ば
前
述
の
茶
入
で
は、

唐
物
茶
入

の
良
さ
を
残
し
な
が
ら、
自
身
の
好
み
の
大
き
さ
や
形
を
求
め
た
の
で
は
な
い
か、

な
ど
と
考
え
た
く
な
る。

不
昧
公
は、

最
上
の
作
品
に
接
す
る
機
会
と、

厳
し
く
細
や
か
な
指
導
と
薫
陶

を
与
え
な
が
ら、

彼
ら
を
育
て、

磨
い
て
い
っ
た
の
だ。

土
屋
家
か
ら
長
岡
家
へ
と
養
子
に
入
り、

楽
山
焼
六
代
を
継
い
だ
空
斎
（
三
代

善
六
の
弟）
は、
不
昧
公
の
命
で
色
絵
の
習
得
の
為、
長
崎
や
佐
賀
ヘ
遊
学
し
た
（
実

際
に
出
掛
け
た
の
は
文
政
四
年
（
一

八
二
一
）

の
こ
と
で、
不
昧
公
の
没
後
で
あ
っ

た
ら
し
い
）
。

色
絵
唐
子
文
茶
碗
（
長
岡
空
斎）
（
図
1
1
）

に
描
か
れ
た
九
人
の
唐
子
達
に

は
ピ
ン
ク
色
ゃ
べ
っ

た
り
と
し
た
白
色
の

顔

料、
か
施
さ
れ
て
い
る
が、

こ
れ
ら
は
中
国
か
ら

入
っ
て
き
た
粉
彩
独
特
の
も
の
で
あ
り、

空
斎

が
長
崎
で
色
絵
を
学
ん
だ
と
い
う
履
歴
に
あ
っ

て
い
る。

空
斎
に
よ
っ
て
楽
山
焼、

布
志
名
焼
は
技
法

的
に
も
よ
り
緊
密
に
な
り、

空
斎
以
降、

楽
山、

布
志
名
双
方
で、

多
く
の
色
絵
の
作
品
が
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
る。
（
図
1
2
）

十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て、

全
国
各
地
の
窯
が
京
焼
の
陶
工
達
を
招
聴
し
て

指
導
を
仰
ぐ
様
に
な
る
が、

出
雲
焼
に
関
し
て

は
そ
の
よ
う
な
記
録
が
な
く、

む
し
ろ、

藩
主

の
江
戸
行
き
に
随
行
す
る
途
中、

京
都
に
立
ち

寄
っ
た
り、

空
斎
の
よ
う
に
九
州
ヘ
遊
学
し
た

り
し
て、

必
要
な
技
術
や
技
法
を
習
得
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る。

教
え
に
来
ら
れ
れ
ば、

全
て
が
そ
の
指
導
者

の
色
に
染
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
が、

こ
ち
ら
が

出
向
い
て
学
ぶ
の
な
ら
ば、

自
分
た
ち
に
と
っ

て
必
要
な
技
法、

役
立
つ
技
術
や
コ
ツ
だ
け
を

取
り
入
れ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る。

そ
の
時
に
も、

不
昧
公
と
い
う
後
ろ
盾
は
大

き
か
っ
た
筈
だ。

不
昧
公
の、

茶
の
湯
に
対
す
る
確
固
た
る
価

一

九

【図1 0］交E止写柿香合

（土屋雲善）

【図1 1】色絵唐子文茶碗

（長岡空斎）

【図1 2］仁清写色絵紫垣梅竹図茶碗

（三代善六）



値
観
と
貧
欲
な
意
思
に
よ
っ
て 、

全
く
異
な
っ
た
二
つ
の
窯
は
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦

や
工
夫
を
重
ね 、

各
々
の
技
法
や
表
現
を
磨
い
て
い
く
が 、

対
外
的
に
は
「
不
昧

公
の
茶
陶」

と
い
う
ふ
ん
わ
り
と
し
た
認
識
で
包
み
込
ま
れ 、

そ
の
結
果 、

一

色

に
染
ま
ら
な
い
多
様
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
が
「
出
雲
焼」

だ

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が 、

作
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

不
昧
公
以
後
の
出
雲
焼

不
昧
公
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
個
性
と
技
術
は
そ
の
後
も
受
け
継
が
れ
た
が 、

明

治
維
新
後
の
楽
山
と
布
志
名
は 、

少
し
ず
つ
違
っ
た
道
を
選
ん
で
進
ん
で
い
く 。

不
昧
公
没
後
の
布
志
名
焼
は 、

四
代
土
屋
善
六 、

永
原
雲
与 、

雲
永
な
ど
が
茶

陶
の
優
品
を
多
く
残
す
が 、

明
治
維
新
以
降
は
輸
出
陶
器
な
ど
茶
陶
だ
け
に
こ
だ

わ
ら
な
い
方
向
ヘ
舵
を
切
り 、

一

時
大
い
に
繁
栄
し
た 。

し
か
し
大
正
期
に
は
衰

退
し
は
じ
め 、
永
原
家
は
廃
窯
し 、
現
在
茶
陶
を
製
作
し
て
い
る
の
は
土
屋
家
（
雲

善
窯）

の
み
と
な
っ
て
い
る。

楽
山
焼
は 、

空
斎 、

空
入
と
続
く
が 、

藩
の
庇
護
の
な
く
な
っ
た
明
治
時
代
に

は
辛
い
模
索
の
時
期
を
過
ご
す
こ
と
と
な
っ
た 。

し
か
し 、

大
正
六
年
に
催
さ
れ
た
不
昧
公
百
年
忌
の
折
り
に
公
遺
愛
の
茶
陶
六

点
の
写
し
が
記
念
品
と
し
て
頒
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
り 、

作
陶
を
担
当
し
た
九
代

長
岡
空
味
は
そ
れ
を
契
機
に
茶
陶
へ
と
回
帰
し
た 。
そ
の
後
は
当
代
に
至
る
ま
で 、

高
麗
写
し
を
芯
に
置
い
た
茶
陶
を
主
と
し
て
作
陶
を
続
け
て
い
る。

終
わ
り
に

出
雲
焼
の
流
れ
を
辿
る
と 、

不
昧
公
の
存
在
の
大
き
さ
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ

二
O

る
不
昧
公
の
功
罪
に
つ
い
て
は 、

こ
れ
ま
で
も
様
々
に
検
証
さ
れ
述
べ
ら
れ
て
き

た
が 、

少
な
く
と
も 、

出
雲
地
方
の
文
化
の
多
く
は 、

不
昧
公
に
よ
っ
て
整
え
ら

れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う 。

布
志
名
焼
も
長
岡
住
右
衛
門
貞
政
以
降
の
楽
山
焼
も
不
昧
公
が
育
て
た
よ
う

に 、

た
っ
た
一

人
の
指
導
者
の
美
意
識
が 、

そ
の
後
二
百
年
あ
ま
り
続
く
地
域
文

化
の
礎
を
築
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
だ 。

一

方
で 、

再
興
以
前
の
古
楽
山
焼
に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り 、

暖
昧
な
ま
ま
お

か
れ
今
も
不
明
な
点
は 、

多
い

。

館
蔵
陶
磁
器
資
料
の
調
査
を
こ
こ
数
年
続
け
て
い
る
が 、

高
麗
茶
碗
と
し
て
伝

来
し
て
き
た
も
の
の
中
に 、

気
に
な
る
茶
碗 、
か
十
点
あ
ま
り
出
て
き
た 。

こ
れ
ら
の
茶
碗
の
多
く
は 、

全
体
的
な
姿
や
雰
囲
気
は
実
に
高
麗
茶
碗
ら
し
い

の
だ
が 、
細
部
を
見
て
い
く
と
明
ら
か
に
朝
鮮
半
島
で
作
ら
れ
た
も
の
と
は
違
い 、

特
に
土
や
作
行
き
に
お
い
て 、

む
し
ろ
所
蔵
す
る
権
兵
衛
や
半
六
の
諸
作
品
に
近

い
印
象
を
受
け
る
の
で
あ
る。

こ
れ
ら
が
楽
山
焼
で
あ
る
と
は
断
言
で
き
な
い

。

し
か
し 、

数
の
多
さ
や
作
行

き
の
共
通
性
か
ら 、

同
一

の
人
物
（
或
い
は
工
房） 、

同
一

の
時
代
に
作
ら
れ
た

と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
と 、

楽
山
焼
で
は
な
い
と
も
言
い
難
い 。

古
楽
山
の
実
像
と
と
も
に 、

今
後 、

解
明
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き

な
課
題
で
あ
る。

公
益
財
団
法
人
手
銭
記
念
館

学
芸
員

佐
々
木
杏
里
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出
雲
今
昔
「
婚
礼」

1
手
銭
家
蔦
日
記
か
ら
見
る
江
戸
時
代
i

平
成
二
十
八
年
一

月
六
日

j
三
月
二
十
七
日

手
銭
家
代
々
の
当
主
が
書
き
継
い
だ
「
寓
日
記」

の
中
に
は
各
代
の
婚
礼
に
関

す
る
記
述
も
見
ら
れ
る。

今
回
は、

四
代
此
三
郎
（
宝
暦
八
年・
一

七
五
八）、

五
代
官
三
郎
（
寛
政
元
年・

一

七
八
九）、

六
代
白
三
郎
（
文
化
七
年
・
一

八

二
号、

七
代
白
三
郎
（
文
政
九

年
・
一

八
二
六）、

八
代
白
三
郎
（
安
政
四
年
・
一

八
五
七）

と
い
う
五
回
の
婚

礼
に
関
し
て
「
寓
日
記」

と
そ
の
他
手
銭
家
に
残
っ
て
い
る
様
々
な
記
録
を
抜
き

出
し、

そ
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
床
飾
り
や
当
時
飾
ら
れ
た
掛
物、

婚
姻
式
の
式

次
第、

献
立、

用
い
ら
れ
た
食
器
な
ど
に
つ
い
て
展
示
す
る。

各
代
の
記
述
を
比
較
す
る
と、

時
代
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の、

変
わ
ら
ず
引

き
継
が
れ
る
も
の
が
見
え
て
き
て、

さ
ま
ざ
ま
な
面
白
さ
が
あ
る。

ま
た、

献
立
を
比
較
す
る
と、

食
材
や
調
理、

献
立
の
変
化
が
見
え
て
く
る
の

も
興
味
深
い
。

婚
礼
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
一

大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る。

よ
り
一

層、

江
戸
時
代
の
大
社
の
生
活
や
文
化
を
感
じ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た。



「
寓
日
記」

と
手
銭
家
の
婚
礼

は
じ
め
に

「寓日記」と手銭家の婚礼／平成二十七年度企画展

「
菖
日
記」 、
「
婚
礼
一

途」

は 、

婚
礼
と
い
う
特
別
な
行
事
へ
の
今
と
変
わ
ら

ぬ
思
い
が
垣
間
見
え
る
と
と
も
に 、

今
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
様
々
な
儀
式
や
様
式

を
知
る
こ
と
の
で
き
る 、

大
変
興
味
深
い
資
料
で
あ
る 。

「
寓
日
記」

は
手
銭
家
当
主 、
か
代
々
書
き
継
い
だ
公
私
に
亘
る
書
き
留
め
だ
が 、

婚
礼
に
関
し
て
は 、
四
代
此
三
郎 、
六
代
白
三
郎
（
忠
助） 、
七
代
白
三
郎
（
清
太
郎） 、

八
代
白
三
郎
（
安
秀）

に
つ
い
て
の
記
載
が
確
認
で
き
る 。

ま
た 、

五
代
官
三
郎
（
有
秀） 、

六
代 、

七
代
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ 、
「
婚
礼

一

途」
と
し
て
書
付
け
を
ま
と
め
た
包
み
が
残
っ
て
お
り 、
八
代
に
つ
い
て
は 、
「
婚

礼
一

途」
一

帖
が
残
っ
て
い
る 。

包
み
に
は 、

縁
組
み
の
経
緯 、

式
次
第 、

室
礼

や
器 、

献
立 、

料
理
人
や
お
酌
と
い
っ
た
手
伝
い
の
名
簿 、

準
備
や
段
取
り
か
ら

細
か
い
注
意
や
覚
え
書
き 、

ト
ラ
ブ
ル
ま
で
記
さ
れ
た
寓
留
だ
け
で
な
く 、

関
係

者
と
の
や
り
と
り
や
方
々
か
ら
の
祝
い
の
手
紙 、

い
た
だ
い
た
御
祝
い
の
品
や
返

礼
の
目
録
な
ど 、

婚
礼
に
関
わ
る
記
録 、
か
一

括
し
て
入
っ
て
い
る 。

婚
礼
の
様
子

婚
礼
は 、

平
安
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
宴
会
の
儀
式
か
ら
発
展
し
室
町
時
代

に
武
士
の
饗
応
の
作
法
と
し
て
確
立
し
た
本
膳
の
決
ま
り
に
従
っ
て
進
め
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る 。

本
膳
は 、

式
三
献

雑
煮

本
膳

二
の
膳

三
の
膳

硯
蓋
と
い
う
順
番
で

行
わ
れ
る
の
が
基
本
の
礼
式
で
あ
る 。

現
在
で
は
結
婚
式
や
正
月 、

冠
婚
葬
祭
に

面
影
が
残
っ
て
い
る
程
度
で 、

明
治
時
代
以
降
す
っ
か
り
廃
れ
た 。

こ
の
う
ち
式

三
献
は 、

一

献
・

二
献
・

三
献
と
膳
を
三
度
変
え 、

そ
の
た
び
に
大
・

中
・

小
の

杯
を
一

杯
ず
つ
繰
り
返
す
酒
宴
の
礼
法
で 、

こ
の
式
三
献
が
略
式
化
さ
れ
て 、

現

在
の
三
三
九
度
と
な
っ
た 。

ま
た 、

式
三
献 、

雑
煮
と
続
く
儀
式
は
お
正
月
の
お

屠
蘇
と
お
雑
煮
の
元
と
な
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
る 。

手
銭
家
の
婚
礼
で
は
代
々 、

式
三
献
と
し
て 、

初
献
で
昆
布 、

栗 、

あ
わ
び
奥

斗 、

ニ
献
で
田
作 、

香
物 、

三一
献
で
数
の
子 、

巻
す
る
め 、

梅
干
と
吸
物
（
魚
薄

造
り
と
梅
干
し）

が
出
さ
れ 、

初
献 、

あ
る
い
は
ニ
献
に
雑
煮 、
か
添
え
ら
れ
て
い

る 。

こ
れ
ら
の
品
が
い
ず
れ
も
土
居
（
盃
台
の
よ
う
な 、

縁
の
な
い
四
方
台）

に

置
い
た
土
器
に
そ
れ
ぞ
れ
盛
ら
れ
て
い
た
こ
と
も 、

記
述
か
ら
分
か
る 。

較
べ
て
み
る
と
い
ず
れ
の
代
の
婚
礼
で
も 、

式
三
献
で
鶴
亀
島
台 、

高
砂
尉
姥

が
飾
ら
れ
る
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
が 、

こ
の
高
砂
尉
姥
が 、

人
形
な
の

か
画
（
掛
物）

な
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い 。

一

方 、

床
の
掛
物
や
置
物
は
時
代
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
お
り 、

そ
れ

ぞ
れ
当
主
が
そ
の
時
最
も
「
あ
り
が
た
い
」

と
思
っ
た
も
の
を
飾
り 、

家
の
繁
栄

と
幸
い
を
願
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る 。

式
三
献
が
終
わ
る
と
色
直
し
と
し
て 、

高
盛
り
御
膳、

本
膳
な
ど
が
供
さ
れ
て

宴
と
な
っ
た 。

本
来 、

こ
の
よ
う
な
料
理
の
ほ
と
ん
ど
は
見
る
も
の 、

或
い
は
そ
の
場
で
食
べ

ず
持
ち
帰
る
も
の
だ
っ
た
よ
う
で 、

江
戸
時
代
に
入
る
と
次
第
に 、

実
際
に
食
べ

る
た
め
の
引
き
替
え
膳
が
工
夫
さ
れ
た
り 、

後
半
に
素
麺
や
う
ど
ん
が
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く 。

こ
の
こ
と
は 、
「
寓
日
記」

の
記
述
か
ら
も
確
認
で
き
る 。



献
立
の
中
で
何
度
も
吸
物、
が
あ
る
の
も、

そ
の
場
で
食
べ
ら
れ
る
料
理
だ
っ
た
か

ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。

八
代
の
婚
礼
献
立
に
あ
る、

長
鍋
で
出
さ
れ
る
鯛
麺
は
鯛
を
姿
焼
き
し
た
も
の

を
載
せ
た
煮
麺
で
鍋
ご
と
座
に
持
ち
出
さ
れ、
「
福
を
分
け
る」

と
い
う
意
味
を

込
め、

そ
の
場
で
取
り
分
け
ら
れ
た。

手
銭
家
に
残
る
長
鍋
は、

楕
円
形
の
銅
の

鍋
と
そ
れ
を
骸
め
込
む
木
製
の
外
枠
か
ら
な
り、

木
製
の
鍋
蓋
に
は
家
紋、
か
描
か

れ
て
い
る。

こ
の
よ
う
な
婚
礼
の
宴
は
数
日
に
亘
っ
て
続
い
て
い
る
が、

日
に
よ
っ
て
料
理

の
品
数
や
献
立
の
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
と
客
の
名
簿
を
考
え
合
わ
せ
る

と、

客
の
格
式
や
身
分
に
よ
っ
て
日
を
分
け
て
い
た
と
分
か
る。

歴
代
の
献
立
か
ら
は、

使
わ
れ
た
素
材
や
調
理
の
仕
方
な
ど
時
代
に
よ
る
変
化

が
見
え
る
の
も
興
味
深
い。

婚
礼
に
関
す
る
そ
の
ほ
か
の
資
料

手
銭
家
に
は、
「
苗同
日
記」
「
婚
礼
一

途」

の
よ
う
に
直
接
婚
礼
の
様
子
を
物
語

る
資
料
以
外
に、

歴
代
の
婚
礼
に
際
し
て
贈
ら
れ
た
祝
儀
の
和
歌
や
発
句
と
い
っ

た
文
芸
関
係
資
料
も
残
っ
て
い
る。

そ
の
お
お
く
は、

普
段
か
ら
連
句
や
歌
会
な
ど
を
共
に
楽
し
ん
で
い
た
商
家、

豪
農、

松
江
藩
士、

出
雲
大
社
の
社
家
の
人
々
か
ら
の
も
の
で、

江
戸
時
代
こ
の

地
で
文
芸
活
動
が
日
常
的
に
楽
し
ま
れ、

暮
ら
し
を
彩
る
ア
イ
テ
ム
と
し
て
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る、

具
体
的
な
証
し
と
な
っ
て
い
る。

ま
た、

八
代
安
秀
の
婚
礼
に
際
し
て
は、

千
家
国
造
家
に
よ
る
和
歌
の
寄
書
と

大
社
上
官
に
よ
る
和
歌
の
寄
書
を
対
幅
に
仕
立
て
た
祝
儀
幅
が
残
さ
れ
て
い
る。

こ
の
対
幅
は、

千
家
国
造
家
や
上
官
と
手
銭
家
が
い
か
に
親
密
で、

信
頼
関
係
が

二
四

深
か
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う。

お
わ
り
に

「
寓
日
記」

の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る。

今
回
は
約
百
年
の
聞
に
行
わ
れ
た
五
回
の
婚
礼
に
つ
い
て、

そ
の
中
で
も
式
と

宴
の
記
述
を
中
心
に
抜
き
出
し
た
が、

こ
の
一

点
に
絞
っ
て
も、

詳
細
に
見
て
い

く
こ
と
で
江
戸
時
代
後
期
の
社
会
生
活
や
文
化
の
変
遷
を
す
く
い
上
げ
る
こ
と
が

出
来
る
だ
ろ
う
し、

今
は
す
っ
か
り
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
様
々
な
慣
習
の
本
来
の

形
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
そ
う
だ。

翻
刻、
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
今
回
の
企
画
展
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ

た
が、

縁
談
の
始
ま
り
か
ら
婚
礼、
か
終
わ
っ
た
後
の
儀
礼
ま
で、

細
か
な
や
り
と

り
や
覚
え
書
き
な
ど
様
々
な
文
書、
か
残
っ
て
お
り、

こ
れ
ら
を
読
み
解
け
ば
さ
ら

に、
江
戸
の
人
々
が
大
切
に
し
て
い
た
形
と
気
持
ち
が
見
え
て
く
る
に
違
い
な
い。

形
は
残
っ
て
い
て
も、

そ
れ
に
込
め
ら
れ
た
気
持
ち
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
か、

途
切
れ
て
し
ま
っ
て
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
お
お
い。

江
戸
を
知
る
こ
と
で、

今
は
も
っ
と
豊
か
に
な
る。
「
菌
日
記」

は
そ
ん
な
豊

か
さ
の
つ
ま
っ
た
資
料
で
も
あ
る
の
だ。

公
益
財
団
法
人
手
銭
記
念
館

佐
々
木
杏
里

学
芸
員
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括今
年
度
は、

手
銭
家
資
料
を
活
用
し
た
展
示
並
び
に
「
平
成
二
十
七
年
度
文
化

庁
地
域
の
核
と
な
る
美
術
館
・

歴
史
博
物
館
支
援
事
業」

の
助
成
を
受
け
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
じ
て、

江
戸
期
の
出
雲
地
方
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
生
活
文

化
が
育
ま
れ
享
受
さ
れ
て
い
た
か
を、

よ
り
多
角
的
に
公
開
し
体
験
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
標
と
し、

三
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は、

い
ず
れ
も
所
蔵
す
る
文
書
資

料
を
ベ
1
ス
に
し
な
が
ら、
そ
れ
ぞ
れ
全
く
違
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
お
こ
な
っ
た。

昨
年
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
較
べ
る
と、

地
元
出
雲
以
外
か
ら
の
参
加
者

が
増
え
た
事
は、

お
お
き
な
前
進
で
あ
る。

参
加
者
か
ら
は、

こ
れ
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
大
社
と
江
戸
の
暮
ら
し
ゃ
文
化
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
感

想
と
と
も
に、

伝
来
す
る
美
術
資
料、

館
蔵
資
料
の
多
様
さ
に
驚
く
声、

本
物
に

直
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
喜
ぶ
声、
か
寄
せ
ら
れ、

今
後
も
こ
の
よ
う
な

機
会
を
設
け
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
お
お
か
っ
た。

来
年
度
は
連
携
し
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
提
案
を
地
元
の
方
か
ら
い
た
だ
い
て
お

り、

資
料
の
活
用
や
ア
ウ
ト
リ
！
チ
に
つ
い
て、

新
た
な
可
能
性、
か
感
じ
ら
れ
た。

展
示
に
つ
い
て
は
一

年
を
通
し
て、

江
戸
時
代
の
大
社
の
生
活
や
文
化
が
見
え

て
く
る
よ
う
な
資
料
を
選
択
す
る
こ
と
を
心
が
け
た。

手
銭
家
に
は
「
家」

の
多
様
な
資
料、
か
ま
と
ま
っ
て
伝
来
し
て
い
る。

文
書
資

料
や
伝
承
と、

美
術
工
芸
品
や
生
活
用
具
が
結
び
つ
く
こ
と
で、

当
時
の
生
活
や

文
化、
か
よ
り
具
体
的
に
見
え
て
く
る
が、

調
査
研
究
を
進
め
る
ほ
ど
一

軒
の
家
の

資
料、
だ
け
で
は
補
い
き
れ
な
い
事
柄
も
出
て
く
る。

今
年
度
の
「
茶
陶
展」、
「
出

雲
今
昔

婚
礼」

で
も、

新
た
な
資
料
や
疑
問
点、
か
い
く
つ
も
出
て
き
た。

出
雲
地
方
に
は、

複
数
の
旧
家
が
資
料
を
散
逸
さ
せ
る
こ
と
な
く、

一

部
は
美

術
館
等
公
開
施
設
を
併
設
し
て
存
続
し
て
い
る
の
で、

今
後、

情
報
の
共
有
を
行

二
八

い、

資
料
の
保
存
や
調
査
に
つ
い
て
協
力
し
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
た。

こ

の
よ
う
な
旧
家
に
は、

島
根
大
学
法
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
や
島
根
大
学
附
属

図
書
館、
か
文
書
資
料
の
保
存
調
査
で
協
力
し
て
い
る
ケ
l
ス
も
お
お
い
の
で、

よ

り
連
携
を
強
め
て
い
き
た
い。

企
画
展
「
出
雲
今
昔

婚
礼」

で
は、
「
婚
礼」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
設
定

す
る
こ
と
で、
「
苗同
日
記」

の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
活
用
で
き
た。

昨
年
度
は、

と
に
か
く
頭
か
ら
解
読
を
試
み
た
も
の
の、

思
う
よ
う
に
進
ま
ず
今
年
度
は
中
断

し
た
「
寓
日
記」

解
読
作
業
だ
が、
こ
の
よ
う
な
切
り
口
で
活
用
し
て
い
く
方、
か、

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
目
的
に
叶
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
い
う
発
見
が
あ
っ
た。

山
陰
研

究
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
は、

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
「
寓
日
記」

を
活
用

し
た、

い
く
つ
か
の
新
た
な
研
究
テ
1
マ
が
挙
が
っ
て
お
り、

取
り
組
み
方
を
考

え
な
が
ら
解
読
作
業
を
継
続
し
た
い。

ま
た、

今
年
度
も
江
戸
時
代
の
文
芸
活
動
に
つ
い
て
新
た
な
文
芸
関
係
資
料、
か

い
く
つ
も
見
つ
か
り、

個
別
の
調
査
研
究
は
少
し
ず
つ
深
ま
っ
て
い
る。

資
料
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
継
続
し、

来
年
度
以
降、

資
料
と
研
究
成
果
に
つ
い
て
発
表
で
き

る
機
会
が
作
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
る。
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